
細菌検査の誤判定の実例本当に 
あった

動物由来菌独自の判定基準が設定されておらず、 
ヒト由来菌の基準を外挿して判定されているため。

〔　なぜ、100%ではないの…？　〕

実は、感受性試験の信頼性は100%ではありません…

これにより、多くの症例で誤判定のリスクがある
ことが判明しています

実際にあった誤判定の実例

① 2015年、犬膿皮症の主要病原菌※1
の基準改定

② 過去の基準では多くの症例で 
　 誤判定されていた事が判明



このリスクを回避するために、阻止円測定値を 
治療薬選択の指標にすることを推奨しています

どうぶつの細菌検査の取り組み

2015年に、S. pseudintermedius で3薬剤（ドキシサイクリ
ン/マルボフロキサシン/オキサシリン）の基準が改定されま
したが、その他の抗菌薬でも今後改定の可能性があります 

つまり、ドキシサイクリンと同様のリスクがまだ潜んでいる
という事です


